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ウェーブレット変換を応⽤した臨床検査精度管理法の研究
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Research Abstract

本研究は,臨床検査領域での精度管理法として,ウェーブレット変換を応⽤した時系列解析を⾏い,連続ウェーブレット変換や多重解像度解析により分解構造を個別に抽出することによって,
⽐較的短期の周期で重畳して発⽣する変動要因を解明し,包括的に精度管理データを解析する⽅法を確⽴した.さらに,従来,⽤いられてきたXbar管理図法やARモデル,最⼤エントロピー法に
よる時系列解析との⽐較において,その利得を明らかにした. 
精度管理データの解析の結果,分析装置や試薬,試料の異常,⼈為的介⼊など要因を説明できる有意な変動構造を包含していることが確かめられた.ウェーブレット解析は,精度管理データの時
系列解析を可能にする解析精度とデータの操作性を有しており,管理幅内で推移する変動要因の検出など,特に内部精度管理の解析に有⽤であると考えられる.臨床検査精度管理へのウェー
ブレット解析の有⽤性について,次のようにまとめることができる.1.異常変動構造の検出:精度管理データに含まれる異常成分の位置と⼤きさを検出することができる.2.変動要因の動態解
析:試薬管理,機器の稼働状況に起因する変動の推移を追跡することができる.3.適切なフィルタリング:精度管理データの多重変動構造を解析して,個々の変動構造を抽出し,その変動構造が
精度管理データに与える影響を明らかにすることができる. 
精度管理データに対してウェーブレット解析が可能なサンプル数は,50ポイント程度は必要である.精度管理データの蓄積があれば,解析したい部分の前後のデータを⻑めに切り取れば問題
はない.しかし、短いセグメントデータでは,ランダムノイズが,解析結果に影響を及ぼす可能性を認めた.したがって,解析に際しては,残差解析を⾏いランダムノイズの検定による解析結果
の妥当性の検証が必要であった.
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